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今
年
４
月
、
「
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
」
が
ゆ
う
あ
い
セ
ン
タ

ー
の
敷
地
内
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
こ
の
セ
ン
タ
ー
は
、
障
害

を
も
つ
人
達
の
交
流
の
場
と
し
て
、
ま
た
、
障
害
の
あ
る
人
も
な

い
人
も
ふ
れ
あ
い
、
共
に
支
え
あ
う
こ
と
を
目
的
に
誕
生
し
た
施

設
で
す
。

今
回
は
、
オ
ー
プ
ン
か
ら
５
カ
月
が
経
ち
、
多
く
の
人
達
が
利

用
す
る
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
訪
ね
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
利
用

者
の
人
達
の
笑
顔
が
あ
り
、
職
員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
達
と
の

あ
た
た
か
い
ふ
れ
あ
い
が
あ
り
ま
し
た
。

▼心のこもった手作り品

クッキー（上）、木工製品（左下）、

絵ハガキ（右下）

「
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
」
は
、

町
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
拠
点
と
な

る
施
設
で
す
。
入
浴
・
給
食
・
介

護
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
障
害

者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
、
収
益
作
業

を
提
供
し
て
自
立
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
、
小
規
模
通
所
授
産

施
設
「
希
望
の
家
す
ば
る
」
の
事

業
を
中
心
に
、
地
域
の
福
祉
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
運
営
は
、
町
よ
り
委
託
さ

れ
た
民
間
の
福
祉
団
体
「
猪
名
川

町
社
会
福
祉
協
議
会
（
略
称
・
社

協
）
」
が
行
い
、
現
在
、
正
規
職
員

と
嘱
託
職
員
合
わ
せ
て
12
人
が
勤

務
し
て
い
ま
す
。
社
協
は
発
足
か

ら
ま
も
な
く
50
年
目
を
迎
え
、
町

の
福
祉
活
動
に
長
年
貢
献
し
て
い

ま
す
。

セ
ン
タ
ー
は
鉄
骨
平
屋
建
て
で
、

内
装
に
は
木
が
ふ
ん
だ
ん
に
使
わ

れ
て
お
り
、
木

の
良
い
香
り
が

し
ま
す
。
各
部

屋
に
あ
る
大
き

な
窓
か
ら
は
明

る
い
日
差
し
が

入
り
、
開
放
的

で
広
々
と
し
て

い
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
の

設
計
時
に
利
用

者
側
と
設
計
士

が
話
し
合
い
、

そ
の
結
果
、
ど
の
部
屋
に
も
障
害

者
に
配
慮
さ
れ
た
工
夫
が
な
さ
れ

ま
し
た
。
食
堂
に
は
利
用
者
の
使

い
や
す
い
、
い
ろ
い
ろ
な
高
さ
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
テ
ー
ブ
ル
、
生
活

訓
練
室
に
は
昇
降
式
調
理
台
、
浴

室
に
は
身
体
移
動
に
便
利
な
ス
ト

レ
ッ
チ
ャ
ー
や
寝
台
浴
槽
、
ト
イ

レ
は
寝
た
状
態
で
使
用
で
き
る
高

床
式
や
、
車
椅
子
対
応
や
シ
ャ
ワ

ー
室
付
き
な
ど
様
々
な
タ
イ
プ
が

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

新
し
い
セ
ン
タ
ー
は
、
障
害
者

が
人
と
し
て
の
尊
厳

を
保
ち
な
が
ら
、
日

常
生
活
を
送
る
た
め

の
充
実
し
た
設
備
を

備
え
て
い
ま
す
。

今
年
、
発
足
10
年
目
を
迎
え
る

「
希
望
の
家
す
ば
る
」
は
、
現
在
通

所
者
12
人
。
す
ば
る
と
い
う
名
前

に
は
、
障
害
を
も
っ
て
い
て
も
地

域
の
一
員
と
し
て
、
一
人
ひ
と
り

輝
き
を
持
っ
て
生
き
て
ほ
し
い
と

い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

希
望
の
家
す
ば
る
で
は
、
そ
の
人

ら
し
い
生
活
が
送
れ
る
こ
と
を
目

指
し
、
１
週
間
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
自
分
達
で
決
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
す
ば
る
の
活
動
は
地
域
の

人
達
に
、
福
祉
に
対
す
る
理
解
を

深
め
る
役
割
も
果
た
し
て
い
ま
す
。

取
材
に
う
か
が
っ
た
日
は
、
販

売
用
の
ク
ッ
キ
ー
・
木
工
パ
ズ

ル
・
ビ
ー
ズ
の
ア
ー
ム
・
さ
を
り

織
り
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
作

っ
て
い
ま
し
た
。
な
か
で
も
ク
ッ

キ
ー
は
、
素
朴
な
優
し
い
味
で
一

番
人
気
で
す
。
保
健
所
か
ら
衛
生

面
で
の
販
売
許
可
も
得
て
お
り
、

売
上
も
年
々
伸
び
て
い
ま
す
。

作
っ
た
物
が
売
れ
る
事
は
通
所

者
の
励
み
に
な
り
、
ま
た
収
入
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
手

作
り
品
は
セ
ン
タ
ー
窓
口
と
、
道

の
駅
い
な
が
わ
の
特
産
品
コ
ー
ナ

ー
で
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
拠
点
と
い
う
役
割
も
あ

り
ま
す
。
音
訳
・
手
話
・
要
約
筆

記
・
点
訳
・
散
髪
・
調
理
・
パ
ソ

コ
ン
指
導
の
７
グ
ル
ー
プ
と
、
外

出
介
助
な
ど
個
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
あ
り
、
合
わ
せ
る
と
約
２
０
０

人
の
人
達
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
登

録
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
ま
だ

人
手
が
足
り
な
い
の
が
現
状
で
す
。

９
月
に
は
音
訳
講
座
が
開
か
れ
る

な
ど
、
セ
ン
タ
ー
で
は
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
養
成
講
座
を
随
時
開
催
し
て

い
ま
す
。

人
と
人
が
支
え
あ
う
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
心
が
、
将
来
の
福
祉
を
よ

り
充
実
し
た
も
の
に
変
え
て
い
く

も
の
と
思
い
ま
す
。

福祉はｗｉｔｈ（共に）の精神が大切です。

障害のみに焦点をあてるのではなく、一人の

人間対人間として向き合い、時間を共に過ご

すことでお互いが理解し合えるようになって

いくのです。

人と人との絆をつくっていくのが福祉。猪

名川町は都会にくらべると、日常生活に不便

な点もありますが、人の顔がよく見えて他人

との絆をつくりやすい環境であるとも言えま

す。しかし、まだまだそれが活かしきれてい

るとは言えません。

障害をもつということは、「生きづらさ」

を抱えているということです。障害者を見か

けたら、道路の段差など障害者を取り巻く環

境に目を向けてください。そして、障害者の

ことを正しく理解して欲しいと思います。

みんなが支え合うことで、誰もがいきいき

と生活できる町をつくることができるのです。

センター係長 東田政信さんの話セ
ン
タ
ー
は
、
清
潔
感
の
中
に

ぬ
く
も
り
が
あ
り
、
と
て
も
居
心

地
の
よ
い
所
で
し
た
。
す
ば
ら
し

い
最
新
設
備
に
思
わ
ず
感
嘆
の
声

を
あ
げ
る
一
方
、
そ
の
設
備
を
利

用
す
る
人
の
日
常
生
活
で
の
不
自

由
さ
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。

現
在
障
害
の
な
い
人
も
、
い
つ

病
気
や
け
が
で
介
助
が
必
要
に
な

る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
福
祉
は
、

今
障
害
を
持
っ
て
い
る
人
だ
け
の

も
の
で
は
な
い
と
改
め
て
感
じ
ま

し
た
。
み
ん
な
で
支
え
あ
っ
て
生

き
て
い
き
た
い
も
の
で
す
ね
。

【
い
な
が
わ
特
派
員
】

ｗｗ ｉｉ ｔｔ ｈｈ のの 精精 神神 でで

▲最新設備の寝台浴槽

すばるのメンバーが楽しみにしているのが、本やＣ

Ｄを借りに図書館に行ったり、スーパーへ買い物に出

かけたりする月２回の外出と、年３回企画される電車

での遠出です。これらの外出は、さまざまな場面で自

己決定をしていく訓練であり、また社会見学でもあり

ます。その際、センターの職員と共に一対一の介助に

つくのが外出介助ボランティア。現在1 5人が登録して

おり、メンバーが外に出る手伝いをしています。

その一人である浜

口勝子さん（写真左）は、こ

のボランティアを始めて２年

半になります。浜口さんは

「外に出るので安全面には気を

使います。でも、皆さん本当

にまじめで、私の方が教わる

ことが多いですよ。喜んでこ

のボランティアをしています」

と、楽しそうに語られました。

音訳ボランティアリヴィエールは、活字をテープに

音訳し、視覚障害者や高齢者に届ける活動を続けて1 6

年になります。現在メンバーは1 2人。町広報紙、社協

だより、新聞コラムなどをテープに吹き込み、定期的

に利用者へ発送しています。また、利用者の希望する

ものを対面朗読することもあります。

メンバーの遠藤佳代子さん（写真左）と豊増浩美さ

ん（写真右）は、６年前、音訳ボランティア養成講座

を受講後、リヴィエールに入会しました。「音読が好

きで、ボランティアにも興味がありました。利用者と直接会う

機会はあまりありませんが、

どこかで誰かが聞いてくれて

いると思うことが励みになっ

ています。目の不自由な方で、

私達の活動を知らない人がま

だおられると思います。そう

いった方に私達のことを知っ

ていただき、利用して欲しい

です」と話されました。

障障 害害 者者 福福 祉祉 セセ ンン タタ ーー

誰
も
が
い
き
い
き
と

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

光
あ
ふ
れ
る
快
適
な
施
設

仲
間
と
と
も
に
自
立
を
め
ざ
す

〜
希
望
の
家
す
ば
る
〜

心
を
つ
な
ぐ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

�
図
書
館
で
一
緒
に
本
選
び

�
音
訳
し
た
テ
ー
プ
を
ダ
ビ
ン

グ
す
る
お
二
人

外
出
介
助ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア

音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

リ
ヴ
ィ
エ
ー
ル

�クッキー作りに励むすばるの人達


